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経産省が「ダイバーシティレポート」を公表
～企業の競争力強化に向けたダイバーシティ経営を推進～

経産省は4月30日、「企業の競争力強化のためのダイバーシティ経営（ダイバーシティレポート）」および求められる具体的

なアクションをまとめた実践事例集を公表しました。

同レポートでは、ダイバーシティの取組みを企業の競争力強化につなげるために求められる、７つのアクションを提示。具体的

には、①経営層自身がダイバーシティの重要性を十分に理解し、（経営層の強いコミットのもとに）ダイバーシティ経営の取組

方針を策定すること、②従業員のダイバーシティに対する意識改革や社内浸透、企業のパーパスへの共感、③それらの取組み

を企業価値向上につながるストーリーとして投資家に対して積極的に発信・対話すること、等を求めています。

また同レポートでは、ダイバーシティ経営と企業価値向上の関係性を分析。ダイバーシティ経営の実践により、生産性や創造

性の向上、ES（社員満足）・CS（顧客満足）向上等を通じて財務・非財務にポジティブな影響を与えると指摘しておりま

す。例えば、経営層の多様性スコアが平均以上の企業は平均未満の企業と比べて、売上高に占めるイノベーション売上高の

比率が高くなっております。また、女性活躍推進に優れた上場企業を選定している「なでしこ銘柄」選定企業の株価指数は、

TOPIXよりも高い傾向がみられております。

経産省では、ダイバーシティを推進するための制度構築・整備は進んできたものの、それを企業価値向上に結び付けられてい

ない企業が多く存在していると認識。本レポートを発行することで、企業のダイバーシティ経営の取組みを高度化するとともに、ビ

ジネス上の成果や企業価値向上につなげることを推進していく方針です。

【参考】 ダイバーシティレポート及び事例集（経産省）

https://www.meti.go.jp/press/2026/04/20260430002/20260430002.html
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【内容】

経産省は4月30日、「企業の競争力強化のためのダイバーシティ経営（ダイバーシティレポート）」および求められる具体的なアクションをま

とめた実践事例集を公表しました。

同レポートでは、「ダイバーシティ経営」の定義を、多様な人材を活かし、その能力が最大限発揮できる機会を提供することで、イノベーション

を生み出し、価値創造につなげている経営であると定義。ダイバーシティ経営の実現に必要となる、Diversity（多様性）、Equity（公

平性）、Inclusion（包括性・受容）の要素を備えることで、企業価値の向上につなげることを推進しています。

＜「ダイバーシティ経営」の定義＞

出典：経産省

同レポートでは、企業の競争力強化のために求められるダイバーシティの取組みを、７つの具体的なアクション（ダイバーシティ2.0行動ガ

イドライン）として提示しております（以下次ページ参照）。

経営層自身が、ダイバーシティの重要性を十分に理解したうえで、経営層の強いコミットのもとに、ダイバーシティ経営の取組方針を策定す

ることが重要であると指摘。取組みの進捗を測るために、KPIを設定したうえでその実現に必要なロードマップを策定することで、進捗状況の

追跡と管理を実施することも求められております。

また、従業員が企業のパーパスに共感し、一人ひとりが自律的に成長できる仕組みづくりが必要であり、ダイバーシティに対する意識改革

や社内浸透の取組みが重要であることを指摘し、それらの取組みを企業価値向上につながるストーリーとして投資家に対しても積極的に発

信・対話することを求めております。

※上記７つの具体的なアクションについては、実際の企業の取組みをまとめた事例集も合わせて公表されています。

（参考）具体的アクション実践事例集 https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/diversity/actionjirei.pdf
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＜ダイバーシティ2.0行動ガイドライン＞

※ダイバーシティの取組みを企業の競争力強化につなげるために求められる、７つの具体的なアクションを提示しています。

※上記アクション⓪～⑥が企業内に浸透・成熟するプロセスを通じて、多様な人材が活躍できるインクルーシブなカルチャー

の醸成が進むと考えられます。 出典：経産省より作成

また、同レポートでは、「なぜ今ダイバーシティ経営が必要なのか」について、ダイバーシティ経営と企業価値向上の関係性

を分析（ダイバーシティレポートのP47～52参照）しております。

ダイバーシティ経営の成果について、①プロダクト・イノベーション（商品・サービスの開発・改良）、②プロセス・イノベーショ

ン（生産性・創造性の向上、業務効率化）、③外的評価の向上（レピュテーション効果）、④職場内効果（ES向上、

職場環境改善）、⑤リスクマネジメント（レジリエンス強化）に分けられると分析しております。

例えば、経営層の多様性スコアが平均以上の企業は平均未満の企業と比べて、売上高に占めるイノベーション売上高

の比率が高くなっており、また、女性活躍推進に優れた上場企業を選定している「なでしこ銘柄」選定企業の株価指数は、

TOPIXよりも高い傾向がみられております。
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＜ダイバーシティ経営の成果イメージ＞

※直接的効果（財務的価値）・間接的効果（非財務的価値）と多岐に渡る効果があると分析しております。

出典：経産省

＜経営層の多様性とイノベーションの関係＞

※経営層の多様性スコアが平均以上の企業は、売上高に占めるイノベーション売上の比率が高くなっております。

出典：経産省

＜なでしこ銘柄選定企業とTOPIXの株価比較＞

※女性活躍が進んでいる「なでしこ銘柄」の選定企業の株価PFは、市場平均を上回って推移しております。

出典：経産省
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